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2 La－3

被　　服

パンティストッキングの肌触りに及ぼす摩擦方向，接触圧，環境温の影響

　　　　　　　　　　　　奈良女大生活環境　○瀬戸致子　諸岡英雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富山大教育　　　　　諸岡晴美

　【目的】快適な肌触りを有するパンティストッキング（以下PSとする）の設計に役立つ
基礎資料を得ることを目的として，PSの肌触りに及ぼす摩擦方向，接触圧および環境温

の影響を検討する．
　【方法】試料は現在市販されているPS6種を用いた．供用試料は，成人女子の標準体型
に近似する下半身マネキンに試料PSを着装させ，その大腿前面部からPS布を採取して作
製した．この供用試料を被験者の大腿前面部中央上で移動させ，その時の肌触りをSD法
調査用紙に申告させた．①摩擦方向の影響を検討するために，供用試料を大腿部～膝部
方向（順方向とする）と膝部～大腿部方向（逆方向とする）に移動させ，被験者6名つ
いて肌触りを調査した．ここでは, PSを構成する糸と繊維についても調査を行った. ②
接触圧の影響を検討するために，接触圧を10～200gf/10citfの範囲で変化させた．被験
者は30名とした．尚，①と②は，環境温25±re,湿度50±10%の環境条件下で実験
を行った. ③環境温の影響を検討するために, 20±1℃と30±1°Cの環境条件下で肌触
りを調査した．湿度は50±10％とした．ここでも被験者は30名とした.
　【結果】①摩擦方向が肌触りに及ぼす影響は，糸と繊維で顕著に見られた．②接触圧と
肌触りとの関係をみると，痛みやザラザラ感のように，接触圧の増加と共に強い皮膚刺
激感を感じたSD法調査項目と，くすぐったさのように，接触圧に依存しない項目とがあ
った. ③環境温30±It:での肌触りは, 20±It:の場合に比べてひっかかり感やザラザ

ラ感を感じやすかった．

2 La-4　　　　　パンティストッキングのウェストバンドの圧縮特性

　　　　　　　　　　　一一軸伸長および人体着装の場合一

　　　　奈良女子大生活環境　○川　秀子諸岡英雄　富山大教育　諸岡晴美

　【目的】パンティストッキング（以下PSとする）の着用によって，ウエストバンドと接

触する皮膚にかたさ感や痛痛感，かぶれ，色素沈着などの皮膚刺激性反応が生ずることが

ある．一般に，かたい衣服は，柔らかいものより皮膚刺激性が強く，皮膚刺激反応を高め

る．ウエストバンドは伸長するとかたくなると考えられる．そこで本報は，つぎの３点を

明らかにした．①市販PSのウエストバンドの伸長状態と圧縮特性との関係②実際の着

装中の伸長状態におけるウエストバンドの圧縮特性③圧縮特性と装着感との関連.

　【方法】市販PS60種の中から選択した，ウエストバンドのタイプ，長さ，幅，伸長性

能，衣服圧の異なる代表的６種のPSのウエストバンドの圧縮特性を, KES－G5を用い

て測定した. ①モデル実験で，‐軸方向への伸長・回復に伴う圧縮特性の変化を捉えた.

②人体着装実験で，体型の異なる被験者３名の着装中に採取した供用試料を用いて，ウエ

ストバンドの圧縮特性を調べた. ③sd法調査法により，かたさ感などの装着感を捉えた.

　【結果】①いずれの試料も伸長増加に伴い，圧縮エネルギーweと厚さＴｏが減少した. ②

人体着装実験で得られたウエストバンドのweは，試料間で差異が認められた．特に，ニ

ットインタイプでは，広幅で伸長性能の劣るウエストバンドが0.30～0.41 gf･cm/cm^

と最も低いことが明らかになった. ③規格化した値による重回帰分析の結果，人体着装時

のウエストバンドの圧縮の回復性RCが低くweが高いほど，また，ウエスト囲が太い

人ほど，かたさ感を生ずる可能性がより高いことがわかった．
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